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地域中核･特色ある研究大学強化促進事業(J-PEAKS)シンポジウム2025

地域発・J-PEAKSが拓くサステナブル社会の未来
世界と地方をつなぐイノベーションハブとしての山形大学
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総体的研究力 財務基盤
地域経済の限界を突破するグ
ローバルなエンゲージメント
で研究の財務基盤を拡大

人的資源
国内外の優秀な人材を呼び
込み､次世代の研究者を育て
る研究マネジメント・研究

環境

全ての部局でビジョンを共
有し､参画大学と連携して､
国際競争力をもたらすス
ケールメリットを創出

Point 01 Point 02 Point 03

J-PEAKSによる 大学改革
地方国立大学を“世界で戦える研究大学”にする

×

大学改革の基本方針

2



地域と世界をつなぐ

多様な人々や組織をつなぐ

領域を超えた知をつなぐ

山形大学将来ビジョン（2022年4月）

Well-being key dimensions

Key concept:  SUSTAINABLE WELL-BEING
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J-PEAKSで実現する10年後の大学ビジョン

地域と共創し、実践的で持続的な革新技術をもたらす研究大学

大学ビジョン実現に向けた戦略・プロセス
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南東北地域にフォーカスする理由

南東北地域における社会課題

南東北地域の産業構造

南東北地域での入学者・卒業生の人流

広域連携のスケールメリット

鶴岡バイオコミュニティ

みちのくアカデミア
スタートアップ
プラットフォーム

人口減少・少子高齢化
消滅可能性都市の割合が高い

地域で活躍する人材・活躍する場に課題

山形大学 4つの地域拠点
米沢ｷｬﾝﾊﾟｽ（工）：有機材料・産学官金連携
飯田ｷｬﾝﾊﾟｽ（医）：重粒子線治療・地域医療
鶴岡ｷｬﾝﾊﾟｽ（農）：食・農・環境
小白川ｷｬﾝﾊﾟｽ（人文・教・理）：地域人材育成

製造業「電子部品・デバイス・電子回路」の中小企業が多く
国際競争力の向上とスタートアップ・第二創業等で

地域経済の規模拡大が可能

南東北の地域創生で“つなぐちから”となる大学

入学者比率 60％
山形25% 宮城25% 福島7%

就職先（学部） 50％
山形25% 宮城20% 福島5% ※関東40%

就職先（大学院） 25％
山形15% 宮城8% 福島5% ※関東45％
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学際融合グローバル
研究者育成
東北イニシアティブ



有機材料システムからサステナブルエレクトロニクスへの新たな展開

基礎から社会実装までワンルーフで展開するオープンイノベーション
分子創製の基礎学術を基盤に､プロセス技術･デバイス作製･応用技術･量産技術までを開発し､有機材料の幅広い分野で日本･世界をリード

6



ライフサイクルアセスメント（LCA）を研究活動の行動規範に
●本学の強み｢有機材料｣と｢プリンテッドエレクトニクス｣を基礎に、LCAとインフォマティクスを融合
●本事業で強化する設備・人材・研究支援体制・国内外連携で、世界トップレベルのサステナブルエレクトロニクス研究を実施
●LCAを全学的に波及させ、ライフサイクル思考に基づく研究で新領域を開拓
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サステナブルエレクトロニクスの核心技術とLCA
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多様な研究領域でビジョン（実現する未来）を共有

サステナブルエレクトロニクスを核にして
分野をこえた研究連携で持続可能な社会を実現するイノベーションを創出
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J-PEAKSでつなぐ国際連携と地域連携
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国際標準に向けて連携する海外パートナー

山形大学とオランダ・TNOホルストセンターが包括的な連携協定を締結
～サスティナブルエレクトロニクスでイノベーションを推進～

協定締結式
令和6年11月13日(水) 会場｜The Okura Tokyo

（後列左から） オランダ王国大使館 Eric van Kooij イノベーション・科学技術部参事官
北ブラバント州 Martijn van Gruijthuijsen 副知事
経済産業省 天野富士子 経済産業政策局 投資交流企画官
日本貿易振興機構（ジェトロ） 仲條一哉 理事

日蘭ジョイントワークショップ
令和6年9月2日(月) 会場｜山形大学
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国内外でのパートナーシップの拡大

J－PEAKS キックオフシンポジウム
山形大学 GX 共創センター・

山形大学有機エレクトロニクスイノベーションセンター開所式

フィンランド－日本ジョイントワークショップ
～未来のエレクトロニクスを創る～

プリンテッド＆フレキシブルからサステナブルへ

〇日時：令和 7 年 9 月 1 日（月） 10：45～
〇会場：山形大学工学部 11 号館、山形大学ＧＸ共創センター
・10：45～11：20 開所式
・11：20～11：45 内覧会

昼食懇親会（立食形式）
・12：30～13：55 J-PEAKS キックオフシンポジウム

〇日時：令和 7 年 9 月 1 日（月） 14：00～
〇会場：山形大学工学部 11 号館2階 未来ホール
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J-PEAKSによる南東北の地域振興

南東北地域を世界と戦えるサステナブル産業の応用実証拠点へ
本学のサステナブルエレクトロニクス分野における世界市場の動向把握力を活かし、南東北の中堅・中小企業への技術移
転と社会実装を支援。地域産業を担う人材育成にも取り組む。これにより、当該技術を地域の電子部品・デバイス・回路
業界と連携して推進し、環境規制が強化される世界市場での競争力向上を図る。

南東北に根ざすサステナブル人材と産業の基盤
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サステナブルな地域人材育成（山形大学アントレプレナーシップ教育研究センター）

高校生･大学生から社会人(企業人)まで幅広い層に対応した、将来の創業者・経済の担い手となる人材の育成プログラム

2024年度から
海外での人材育成

起業家､中小企業経営者による
事業創出に向けた人材の育成

ウズベキスタンの
ビジネス開発銀行と

教育提供に関する契約締結
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J-PEAKSの事業体制
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J-PEAKSのアクションプラン
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地球環境 地域社会
少子高齢化と産業転換が課題
となる南東北地域において､
産学官連携により地域社会の

持続と安定成長を図る

大学経営
激変する時代において､確固
たる経営基盤の構築により､
挑戦と成長を支える持続可
能な大学経営を実現する

気候変動など地球規模課題
に対して､学際的研究を通じ
た研究力強化により､持続可
能な価値の創出に挑む

Point 01 Point 02 Point 03

地球環境･地域社会･大学経営の変革を一体で進め、持続可能な未来を共創する

Sustainability 3つのゴール

山形大学のJ-PEAKS “Sustainability”

17


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17

